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石巻の人口と世帯数 　平成１８年１０月１日現在 
（　）内は昨年同月比 

81,761人　（－781人） 

 169,147人（－1,483人） 

87,386人   （－702人） 

59,564世帯（＋474世帯） 

表　紙　か　ら
10月10日、前谷地小学校で恒例の稲刈りの体験

学習が行われました。5年生20人が学校西側の水田
に植えた黒米、緑米など古代米5品種の稲を刈り取
りました。今日で3日目とあってカマを上手に使っ
て手際よく刈り取っていました。子ども達は食糧の
大切さや生産の過程を勉強していました。

（シュウ）

編　集　後　記
短い夏が終わりを告げて『天高く馬肥ゆる秋』になり、馬並

みの食欲を抑えきれずにお腹のベルトの穴が残すところあと１
つになってしまいました。
冬になれば、カキなどの魚貝類やキムチの鍋がいいですねぇ

～
冬眠前のクマのようにエネルギーをたくわえて、市民の皆さ

んに愛される市報目指してガンバリマス！　今夜は、今が旬の
カキフライかなぁ～　　（キム）

１４日c 辻堂、三輪田上・中・下（河北親林交流館）
２８日c 長面、尾の崎（長面老人憩の家）
以上の地区の方を対象に各会場に伺います。多くの方の参

加をお待ちしています。
河南子育て支援センターパプラ（1・ＦＡＸ７２‐４６７０）
★わいわいサロン
（２人の指導員と親子で遊びましょう。申し込みは不要です。）
農村環境改善センター２階（パプラ）午前９時３０分～１１時３０分
¡０・１歳親子
７日c 絵本の読み聞かせ １４日c 制作『まつぼっくり剣玉』
２１日c タオルであそぼう　 ２８日c パネルシアター

¡２歳以上親子
２日e サロントーキング
９日e おばあちゃんの読み聞かせ
１６日e 制作『まつぼっくり剣玉』
３０日e パネルシアター
親子の上靴・飲み物・着替えなどをお持ちください。
★でんわ相談・来所相談・・・ひとりで悩まないで！（月～金）
★サークル活動支援（月・水・金曜日）
第１・第３　ワハハくらぶ（北村）
第２・第４　もしもしかめさん（アレルギー）
第１・第３　ひまわり（和渕）
第２・第４　かのまたカントリーキッズ（鹿又）
第１・第３　げんきっず（広渕）みのりっこ（前谷地）
第２・第４　どんぐり（須江）
パプラは、主に河南地区の子育て自主サークルを支援して

おります。サークルへのお問い合わせや参加希望のかたは、
パプラまで。
桃生地区子育て支援事業（桃生保健センター1７６‐３３６０）
★遊びの広場
ところ 桃生保健センター

１日d、８日d、１５日d、２２日d、２９日d

ところ 桃生文化交流会館（1７６‐３４１８）
４日g、１１日g、１８日g、２５日g

※いずれも午前９時３０分から
★親と子の遊びの広場出前事業
ところ 永井いきいき交流センター
とき ２１日c 午前９時３０分～
★子育て電話相談 ７日c 1７６‐３３６０
対象者 どなたでもご相談できます。
相談内容 子育てに関すること
北上地区ひまわり子育て支援
★ひまわりキッズ 午前１０時～１１時３０分
ところ 北上保健センター（1６７‐２３０１）

８日d・１５日d・２２日d・２９日d

なかよし保育園子育て支援センター（1９６‐４５５１・ＦＡＸ２２‐９８８１）
★親子教室
¡１歳６カ月～２歳５カ月　７日c・１４日c

¡２歳６カ月以上　　　　 ２１日c・２８日c

★すくすく赤ちゃん
¡ネンネ・寝返りグループ　２日e・９日e

¡ハイハイ・ヨチヨチグループ １６日e・３０日e

★ツインズ・デー １７日f

★マタニティおしゃべり広場 １６日e

すくすく赤ちゃん（ネンネ・寝返りグループ）との交流
いずれも午前１０時～１１時３０分　費用無料、申し込み不要
市子育て支援センター（はまなす保育所内1・ＦＡＸ２４‐１２６０）
★あそびの広場
年齢別グループで、ふれあい遊び・工作などを行います。
指導員と一緒に親子で楽しく遊びませんか。

¡０歳～１歳半　２日e・１７日f

¡１歳半～２歳 １０日f・２４日f

¡２歳～２歳半　１日d・１５日d・３０日e

¡２歳半～３歳　８日d・２２日d

¡３歳～３歳半 １４日c・２８日c

¡３歳半以上　７日c・２１日c

いずれも午前１０時～１１時　費用無料、申し込み不要
（受付時間は午前９時３０分～９時５０分）
★ふれあいサロン
主任児童委員さんと楽しく遊びましょう。
１６日e 午前１０時３０分～１１時３０分

（受付時間は午前１０時～１０時２０分）費用無料、申し込み不用
中央児童館（1・ＦＡＸ２３‐７４０６）
★たのしいおやつづくり
“たのしくおやつをつくってたべてみませんか！
１１日g 午前１０時～正午
対象：小学校３年生～６年生（定員２０人）
持ち物：三角巾、エプロン、おしぼり
費用：材料費 ３００円（おやつ＋飲みもの代）
申 １０日fまで電話にて

河北子育て支援センター（飯野川保育所内1６１‐１６０１・ＦＡＸ６２‐２３５９）
★あそびのひろば
支援センターに来て遊びませんか。木の葉や落ち葉を使っ

たいろいろな遊びを、一緒に楽しみましょう。
（毎週月・水・木曜日、利用時間：午前１０時～１１時３０分）
１５日dは栄養指導（栄養士による講話）
★子育てひろば
＜今月の予定は＞（実施時間　午前１０時～１１時３０分）
７日c 成田、飯野川、旧屋敷、五味、元相野谷（河北子育て支援センター）
１０日f 北境、東福田（北境老人憩の家）

申

「ちょっとの時間、子どもを預かってほしい」「保育所のお
迎えをお願いしたい」と思っている方、「子どもが大好きだか
ら、子育てのお手伝いをしたい」「何か人の役にたつことがし
たい」と考えている方、「石巻市ファミリーサポート事業」の
会員になりませんか。本事業は９月からサービス開始し、会員
も着実に増えています。少しでも関心をお持ちの方はファミリ
ーサポート事務局にお問い合わせください。
会員資格：石巻市在住の方
利用会員：概ね生後２カ月から小学校３年生までの子どものい

る方
協力会員：２０歳以上の健康で自宅で安全に子どもを預かること

ができる方
両方会員：利用会員と協力会員の両方を兼ねる方

※また、事業説明会を次のとおり開催します。
１１月７日c 遊楽館
１１月８日d ビッグバン
１１月１０日f 中央児童館　※時間はいずれも午後７時～８時
※なお、協力会員になるための講習会を次のとおり開催します。
と　　き １１月１８日g 午後１２時３０分から４時まで
と こ ろ 石巻文化センター
内　　容 子どもとの関わり方遊び方・病気とケガ・事業概要

について
申し込み 中央児童館まで会員申込書を郵送。

〒９８６‐０８３２ 石巻市泉町一丁目１番２号
会員申込書の配布場所 中央児童館・各総合支所保健福祉課
問　ファミリーサポート事務局　1２３‐７４０７

“ただいま会員募集中（石巻市ファミリーサポート事業）” “ただいま会員募集中（石巻市ファミリーサポート事業）” ファミリーサポートセンター ファミリーサポートセンター ファミリーサポートセンター 

問

月
曜
日

水
曜
日

金
曜
日
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法
印
神
楽
と
は
、
石
巻
地
方
と
登
米
、
本
吉
、
気
仙
地
方
に

伝
え
ら
れ
て
き
た
神
楽
で
、
法
印
は
修し
ゅ

験げ
ん

（
山
伏
）
を
指
す
呼

び
か
た
で
す
。
元
来
、
修
験
と
は
、
諸
国
の
深し
ん

山ざ
ん

幽ゆ
う

谷こ
く

で
の
修

行
を
目
的
と
す
る
「
回か
い

国こ
く

の
徒
」
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
江
戸

時
代
に
各
地
の
村
々
に
定
着
し
、
神
社
な
ど
に
関
わ
り
、
加か

持じ

祈き

祷と
う

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
者
達
の
こ
と
で
す
。

法
印
神
楽
は
舞ま

い

手て

と
胴ど
う

（
太
鼓
）、
笛
、
ド
ウ
バ
ッ
シ
（
手て

擦す
り

鉦が
ね

）
な
ど
の
楽
器
か
ら
な
り
、
演
ず
る
た
め
に
は
少
な
く
と

も
十
人
余
り
の
法
印
を
必
要
と
し
ま
し
た
。
法
印
神
楽
が
成
立

し
た
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の
、
修
験
が
各
地
に
定
着

し
て
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

雄
勝
町
大
浜
の
、
羽
黒
派
修
験
市
明
院
文
書
に
よ
れ
ば
、
元

文
四
年（
一
七
三
九
）に

は
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
す
。
江
戸

時
代
の
中
頃
に
は
、
各

地
に
神
楽
集
団
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
が
、
牡
鹿

地
方
に
は
、「
牡
鹿
十

か
院
」
と
呼
ば
れ
た
神

楽
集
団
が
あ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
舞

を
持
ち
、
親
か
ら
子
へ

と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

安
永
五
年
（
一
七
七

六
）
七
月
の
「
和わ

渕ぶ
ち

村む
ら

風ふ

土ど

記き

御ご

用よ
う

書か
き

出だ
し

」
に

載
っ
て
い
る
、
和
渕
神

社
の
項
に
、「
別
当
当
村
箆こ
ん

岩が
ん

寺じ

（
当
山
派
修
験
）
祭
日
九
月

九
日
／
右
祭
日
隣
村
之
修
験
相
集
湯
之
花
を
拝
神
楽
を
仕
来
申

候
」
と
あ
り
「
神
楽
座
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す

が
、
注
目
す
べ
き
は
「
湯
立
」
を
し
て
い
た
こ
と
で
す
。「
湯

之
花
」
は
、
湯ゆ

立だ
て

の
こ
と
で
、
神
楽
の
前
に
湯
釜
の
熱
湯
を
笹

竹
で
振
り
掛
け
て
、
舞
台
、
諸
道
具
、
舞
手
は
も
ち
ろ
ん
、
見

物
衆
ま
で
も
祓は
ら

い
清
め
た
の
で
す
。
法
印
神
楽
の
舞
台
は
、
四

方
に
「
忌い

み

竹だ
け

」
を
立
て
、
注し

連め

縄な
わ

を
回
し
、
松
竹
梅
の
樹
木
や

蕪か
ぶ

な
ど
の
野
菜
を
切
り
抜
い
た
キ
リ
コ
（
切
り
紙
）
を
下
げ
、

天
井
に
大
乗
だ
い
じ
ょ
う

を
設
置
し
た
も
の
で
す
。「
大
乗
」
と
は
、
仏
教

の
天て
ん

蓋が
い

の
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
清
め
ら
れ
た
、
荘
厳
で

聖
な
る
空
間
に
神
を
迎
え
、
神
楽
を
演
じ
た
の
で
す
。

神
楽
は
、
神
話
を
演
目
と
し
、
舞
に
は
修
験
道
の
反へ

ん

閇ぱ
い

（
踏

足
）、
指
で
形
を
作
る
印
契
（
印
相
）
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

演
目
は
、
先
ほ
ど
の
「
市
明
院
文
書
」
で
は
『
大
乗
神
楽
十

八
番
』
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
て
お
り
、
河
北
地
区
皿
貝
の

大お
お

ひ
る

日め

神
社
の「
神
楽
番
数
奉
納
額
　
慶
応
元
年（
一
八
六
五
）」

に
は
、
十
九
番
の
演
目
が
墨ぼ
く

書し
ょ

さ
れ
て
い
ま
す
。

神
楽
の
最
後
に
は
、
獅
子
に
よ
る
舞
台
清
め
が
行
わ
れ
、
打

ち
鳴
ら
し
の
胴
で
「
神
送
り
」
を
し
ま
し
た
。
祭
り
で
は
、
一

度
迎
え
た
神
を
、
改
め
て
送
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
法
印
神
楽
で
も
同
じ
よ
う
な
場
面
が
あ
り
ま
し
た

ま
た
、
神
楽
を
見
物
し
た
人
々
が
、
大
漁
や
海
上
安
全
を
託

し
て
、
舞
台
を
飾
っ
た
旗
を
持
ち
帰
り
、
供
え
た
餅
を
い
た
だ

き
、
安
産
祈
願
を
す
る
な
ど
と
い
っ
た
風
習
は
、
神
楽
が
、
当

初
、
宗
教
的
な
行
事
と
し
て
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
拠
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

法
印
神
楽
の
特
質
と
宗
教
性

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員
　
小
野
寺
　
正
人

▲和渕法印神楽（日
やま

本
と

武
たける

）

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス

11

★
★
★
★
★

中
央
児
童
館
館
長
　
高
橋
　
栄
子

赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た
と
き
に
　
健
や
か
に
元
気
に
育
っ
て
ほ
し

い
　
と
願
い
つ
つ
子
育
て
が
始
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
々
成
長
す

る
う
ち
に
親
は
色
々
な
子
育
て
の
悩
み
、
不
安
が
生
じ
て
き
ま
す
。

連
日
報
道
さ
れ
る
子
ど
も
へ
の
虐
待
、
か
と
言
え
ば
自
ら
命
を
絶
っ

た
り
、友
達
や
親
の
命
ま
で
殺
め
て
し
ま
っ
た
り
す
る
数
々
の
事
件
、

生
命
軽
視
の
悲
し
い
事
件
が
報
道
さ
れ
る
度
に
心
が
痛
み
ま
す
。

今
、
子
ど
も
の
心
に
ど
ん
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
も
危
険
や
不
安
が
多
く
、
ス
ト
レ
ス

社
会
の
中
で
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
が
様
々

な
心
の
歪
み
へ
と
変
化
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
だ
か
ら
、
子
ど
も
に
関
わ
る
周
囲
の
大
人
が
、
子
ど
も
の
ス
ト

レ
ス
や
不
安
に
気
づ
き
、
子
ど
も
の
心
を
丸
ご
と
受
け
止
め
て
あ
げ

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

そ
し
て
、
な
ぜ
こ
う
な
の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
行
動
を
と
っ
た
と
き

の
子
ど
も
の
気
持
ち
、
子
ど
も
と
接
す
る
自
分
は
、
そ
の
と
き
ど
う

だ
っ
た
の
か
・
・
・
な
ど
と
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
。

子
ど
も
よ
り

自
分
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
・
・
・
　
と
か
　
子
ど
も
の
気
持
ち
を

無
視
し
て
、
ま
た
か
・
・
・
と
思
い
、
た
だ
た
だ
し
か
り
続
け
て
い

た
　
な
ど
と
色
々
と
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

そ
の
気
づ
き
が
大
切
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
子
ど
も
が
発
信
し
て
い
る
　
不
安
サ
イ
ン
　
が
理

解
で
き
る
の
で
す
。
そ
れ
が
、
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
と
な

る
の
で
す
。
か
つ
て
子
育
て
は
母
か
ら
娘
に
伝
授
さ
れ
る
家
庭
教
育

で
し
た
が
、
今
は
核
家
族
化
で
、
孤
独
感
の
中
で
子
育
て
を
し
て
い

る
人
が
多
い
で
す
。
だ
か
ら
、
育
児
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
に
相
談
し
た

り
、
色
々
な
相
談
機
関
を
利
用
し
た
り
し
て
心
を
軽
く
す
る
こ
と
が

と
て
も
大
事
で
す
。
子
育
て
の
心
を
軽
く
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
の

不
安
も
解
消
さ
れ
、
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
な
る
の
で

す
。
地
域
社
会
の
中
で
、
温
か
く
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
子
ど
も

た
ち
を
悲
し
い
事
件
の
主
人
公
に
さ
せ
な
い
社
会
で
な
け
れ
ば
と
願

い
ま
す
。


